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国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
外
国
人
介
護
実
習
制
度
ス
タ
ー
ト

11
月
１
日　

外
国
人
技
能
実
習
法
が
施
行
さ

れ
、
厚
労
省
と
法
務
省
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
就

労
す
る
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
窓
口
と
な
る

監
理
団
体
（
２
９
２
団
体
）
を
許
可
し
た
。

◎
介
護
福
祉
士
８
万
円
引
き
上
げ

12
月
８
日　

２
兆
円
パ
ッ
ケ
ー
ジ　

政
府
は

新
た
な
経
済
政
策
（
２
兆
円
規
模
）
を
閣
議
決

定
し
た
。「
人
づ
く
り
革
命
」
と
「
生
産
性
革
命
」

が
両
輪
。
介
護
関
係
で
は
▽
実
務
経
験
10
年
以

上
の
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
月
８
万
円
相
当
の

処
遇
改
善
を
行
う
（
実
施
済
み
４
万
７
０
０
０

円
に
３
万
３
０
０
０
円
上
乗
せ
）
▽
外
国
人
技

能
実
習
生
が
介
護
福
祉
士
資
格
試
験
に
合
格
し

た
場
合
、
在
留
資
格
を
与
え
る
─
な
ど
。

◎
介
護
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
で
調
整

政
府
、
与
党
は
「（
特
養
な
ど
の
）
介
護
事

業
者
の
経
営
が
悪
化
し
て
お
り
、
介
護
報
酬

の
引
き
上
げ
が
急
務
」（
自
民
党
）
と
し
て
30

年
度
介
護
報
酬
を
プ
ラ
ス
改
定
と
す
る
方
向
で

調
整
を
始
め
た
（
日
経
、
朝
日
、
読
売
な
ど
既

報
）。
公
明
党
や
自
民
党
で
は
加
算
に
加
え

て
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見

が
強
い
。

全
面
支
援
を
表
明 

石
原
会
長

総
会
に
は
、
石
原
会
長
や
木
村
義
雄
幹
事
長
、

中
村
裕
之
事
務
局
長
（
新
任
）、
相
談
役
と
し
て

赤
枝
恒
雄
前
衆
議
院
議
員
（
前
事
務
局
長
）
ら
約

30
名
（
代
理
出
席
含
む
）
の
ほ
か
、
が
出
席
。
推

進
協
か
ら
赤
枝
会
長
、
諸
隈
正
剛
副
会
長
、
栗
野

裕
治
副
会
長
、
安
江
紀
子
副
会
長
ら
約
10
人
。
ま

た
厚
生
労
働
省
老
健
局
か
ら
北
波
孝
総
務
課
長
、

武
井
佐
代
里
高
齢
者
支
援
課
長
が
出
席
し
た
。

石
原
会
長
は
「
政
府
予
算
案
が
こ
れ
か
ら
決
ま

る
が
、（
介
護
対
策
は
）
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
で
な

か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。議
連
と
し
て（
推
進
協
の
）

皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
た
い
」
と
述
べ
、
推
進
協

へ
の
全
面
支
援
を
表
明
。
中
村
事
務
局
長
の
議
事

進
行
で
要
望
の
説
明
や
意
見
交
換
に
入
っ
た
。

要
望
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト

推
進
協
の
要
望
事
項
は
①
特
養
の
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
準
個
室
」
を
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
」

に
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
②
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
の
委
託
契
約
を
改
善
す
る
こ
と
（
い
く
つ
か

の
都
道
府
県
や
政
令
市
が
推
進
協
と
の
契
約
の
門

戸
を
閉
じ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
）
③
介
護
給
付

費
分
科
会
に
推
進
協
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
④
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
基
本
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

⑤
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居
住
費
・
食
費
の
基
準
費

用
額
を
見
直
す（
引
き
上
げ
る
）こ
と
─
の
５
項
目
。
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11
月
30
日
、
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

議
連
、
石
原
伸
晃
会
長
）
の
第
８
回
総
会
が
東
京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
２
議
員
会

館
で
開
か
れ
、全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、赤
枝
雄
一
会
長
）

は
同
議
連
に
「『
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
』
を
『
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
』
に
名
称

変
更
」「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
委
託
契
約
の
改
善
」「
介
護
報
酬
改
定
を
審
議
す

る
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
へ
の
推
進
協
委
員
の
選
出
」
な
ど
５
項
目

を
要
望
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
議
連
は
推
進
協
へ
の
全
面
支
援
を
決
議
し
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
の
名
称
変
更
を

推
進
協   

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
推
進
を
強
く
要
望

　
自
民
党
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連
総
会
開
催

推
進
協
の
要
望
受
け
　
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
議
連

赤
枝
会
長
は
①
の
概
要
説
明
の
中
で
、
厚
労
省

が
進
め
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と
し

た
多
床
室
の
改
修
（
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を

財
源
と
し
た
多
床
室
の
準
個
室
化
）に
つ
い
て「
窓

の
な
い
個
室
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
天
井
と
壁
の
隙
間
か
ら
臭
い
や
照
明
の
光
、

温
度
、
音
が
漏
れ
、
建
築
学
的
に
み
て
も
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
は
な
ら
な
い
。
火
災
時
、
煙
が
拡

散
し
や
す
く
、
火
災
で
は
約
6
割
の
方
が
煙
に
巻

か
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
入
所
者
に
対
す
る
安

全
面
か
ら
も
問
題
だ
」
な
ど
と
し
、
国
が
推
奨
し

て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
整
備
推
進
の
実
現
を

強
く
要
望
し
た
。

続
い
て
八
木
郁
夫
事
務
局
長
補
佐
が
各
要
望
事

項
に
つ
い
て
現
状
の
問
題
点
や
要
望
の
内
容
な
ど

を
説
明
し
た
。

「
準
個
室
」
を
名
称
変
更

こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
の
両
課
長
は
①
に
つ
い

て
「
厚
労
省
は
特
養
を
新
築
す
る
場
合
、
基
本
的

に
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
を
推
進
す
る
従
来
の
方
針
を

変
え
て
お
ら
ず
、
し
っ
か
り
支
援
し
た
い
」
な
ど

名
称
変
更
、
分
科
会
委
員
選
出
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
委
託
契
約
の
公
平
・
公
正
化
を
決
議

と
答
え
た
。

ま
た
②
に
つ
い
て
「
契
約
の
権
限
は
都
道
府

県
や
政
令
市
な
ど
に
あ
る
が
、
複
数
委
託
が

可
能
で
あ
り
、
広
報
し
て
周
知
し
た
い
」
③

「（
複
数
の
団
体
か
ら
）
要
望
が
出
て
お
り
、
難
し

い
が
、
９
月
に
実
施
し
た
介
護
給
付
費
分
科
会
で

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
よ
う
な
形
で
皆
さ
ん
の
意
見
を

改
定
に
反
映
さ
せ
た
い
」

④
「
29
年
度
実
調
（
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
）

で
特
養
の
収
支
差
率
は
1
・
6
%
ま
で
落
ち
込

み
、財
政
当
局
に
も
現
状
を
伝
え
て
い
る
」
⑤
「
介

護
給
付
費
分
科
会
に
30
年
度
改
定
は
改
定
し
な
い

（
引
き
上
げ
な
い
）
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
さ
れ

た
が
、
今
後
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
努
力
し
た
い
」
な
ど
と
答
え
た
。

厚
労
省
へ
注
文
続
出

意
見
交
換
で
石
原
会
長
は
「（
部
屋
の
）
上

が
空
い
て
い
て
も
『
個
室
』
と
言
え
る
の
か
。

厚
労
省
は
哲
学
を
持
っ
て
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
へ
）
誘
導
す
べ
き
だ
」
と
厚
労
省
の
姿
勢

を
批
判
し
た
。

さ
ら
に
議
連
や
推
進
協
か
ら「（
新
名
称
が
）『
ユ

自民党個室ユニットケア推進議連第８回総会

ユニット議連から約 30 名
（代理出席含む）、推進協から

約 10 名が出席

石原伸晃会長

厚生労働大臣  

加藤 勝信 様 

個室ユニットケア推進議員連盟 

会長  石原 伸晃 

決  議  書  

 

１）「ユニット型準個室」を「ユニット型個室的多床室」に名称変更のお願い 

 現行では「ユニット型個室」と「ユニット型準個室」の介護報酬が同じとなっております。

平成 25 年度老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業「特別養護老人ホーム

における利用者のプライバシー確保の事態に関する調査研究報告（JIHa：一般社団法人 

日本医療福祉建築協会）においては、「ユニット型準個室」を「個室的多床室」と位置づけ

しており、天井と壁の間に一定の隙間が生じているため、①感染症・食中毒のまん延予防

に適さない、②臭気、温度を保つことが難しい、③隣室からの照明の影響を受ける、④会

話がもれるなどプライバシーに配慮した「個室」としての条件を満たしているとは言えま

せん。 

特別養護老人ホームの入居者が要介護度 3 以上と厳格されたことに伴い、重度な入居者が

増えている現状もあり、火災発生時の延焼の危険性が高く、「ユニット型個室」を推進しい

ている当議連としましては、「準個室」を「個室」と認めることは出来ません。また、その

人らしさを尊重し尊厳のある「看取り」を行うために「個室」の重要性は増しています。 

したがって、「ユニット型準個室」は誤解を招くため「ユニット型個室的多床室」に名称変

更をお願いしたい。 

 

２）介護給付費分科会委員への選出 

 現在の介護給付費分科会委員の構成では、国の進めるユニットケアを中心としたユニット

型個室施設を代表する団体が入っていない。国が施設の 70％以上を個室とすると決定して

いる、ユニット型個室を推進し持続可能な在り方を検討していく上では、ユニット型個室

施設を運営・推進している「一般社団法人 全国個室ユニット型施設推進協議会」を介護

給付費分科会委員に選出をお願いしたい。 

 

３）ユニットリーダー研修の委託契約 

 国の進めているユニットケア推進のための「ユニットリーダー研修」について特定の研修

実施団体と委託契約を行っていることを理由に他団体との委託契約をして頂けない都道

府県がある。 

そもそも「ユニットリーダー研修」は国の定めるカリキュラムをもとに各団体で指導方針

などを検討し、受講生により「ユニットケア」を理解して頂けるよう創意工夫をしていま

す。 

ついては、受講生の選択肢を増やす意味でも「ユニットリーダー研修」の委託契約につい

て独占的になることなく公平・公正に行うよう都道府県や指定都市に対し厚生労働省から

指導して頂きたい。 

ニ
ッ
ト
型
居
室
』で
は『
個
室
』な
の
か『
多
床
室
』

な
の
か
わ
か
ら
な
い
、『
個
室
的
多
床
室
』
と
言

う
べ
き
だ
」「
そ
も
そ
も
厚
労
省
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

個
室
を
推
奨
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
多
床
室
の
改

修
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
に
基
金
を
投
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
」「
実
調
の
結
果
だ
け
で
は

な
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
は
人
員
配
置
や
食
事
な

ど
の
コ
ス
ト
面
で
大
変
な
こ
と
を
厚
労
省
が
ま

ず
認
識
し
て
財
政
局
に
主
張
す
べ
き
だ
」「
リ
ー

ダ
ー
研
修
の
委
託
は
自
由
競
争
だ
か
ら
（
事

業
者
間
で
）
公
平
に
な
る
よ
う
自
治
体
に
説

明
し
た
ら
ど
う
か
」
─
な
ど
と
厚
労
省
に
注
文

を
付
け
た
。

諸
隈
副
会
長
は
「
前
回
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
影

響
な
ど
で
特
養
の
４
割
が
赤
字
と
な
り
、
収
支
差

率
も
悪
化
し
た
。
そ
の
上
、
社
会
福
祉
法
の
改
正

で
社
会
貢
献
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
（
経
営
環

境
は
）
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
再
引
き

上
げ
さ
れ
る
消
費
税
の
使
い
道
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

　
（
注
）「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」
は

　
　
　
　
2
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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第
１
５
３
回
介
護
給
付
費
分
科
会（

11
月
29
日
）

【
口
腔
・
栄
養
】
▽
歯
科
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア

を
月
２
回
以
上
行
っ
た
り
、
介
護
職
員
に
助
言
指

導
し
た
り
、
相
談
を
受
け
た
り
し
た
場
合
も
「
口

腔
衛
生
管
理
加
算
」
を
算
定
▽
「
栄
養
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
加
算
」
に
つ
い
て
同
一
敷
地
内
１
施
設
で
の

兼
務
を
認
め
る
▽
療
養
食
加
算
を
１
食
単
位
で
評

価
す
る
▽
外
部
の
管
理
栄
養
士
と
連
携
し
た
場
合

も
評
価
す
る
。

【
事
業
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
】
▽
加
算
等
で
評
価

す
る
現
行
の
方
針
を
維
持
す
る
（
要
介
護
度
の
変

化
と
収
支
差
の
変
化
に
相
関
な
い
と
結
論
）
▽
特

養
、
老
健
施
設
が
褥
瘡
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
３

カ
月
に
１
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
で
評
価
し
、
作

成
し
た
ケ
ア
計
画
を
実
施
し
た
場
合
、
新
た
に
評

価
す
る
▽
施
設
系
が
排
泄
介
護
の
原
因
分
析
や
支

援
計
画
を
作
成
し
て
実
施
す
る
場
合
、
一
定
期
間
、

高
い
評
価
を
行
う
。

【
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
】
▽
介
護
保
険
の
基
準
に

満
た
な
い
障
害
者
支
援
事
業
所
な
ど
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
専
門
資
格
者
の
配
置
な
ど
で
評
価
す

る
─
な
ど
。

【
区
分
支
給
限
度
基
準
額
】
▽
施
設
系
の
食
費

と
居
住
費
の
基
準
費
用
額
は
見
直
さ
な
い
（
実
調

な
ど
に
よ
る
平
均
額
や
変
動
幅
を
踏
ま
え
）
▽
集

合
住
宅
な
ど
の
同
一
建
物
減
算
は
減
算
前
の
単
位

数
を
用
い
て
算
定
す
る
。

【
介
護
人
材
な
ど
】
▽
特
養
の
見
守
り
機
器
（
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
）
導
入
を
「
夜
勤
職
員
加
算
」
で
算

定
す
る
（
要
件
：
入
所
者
数
の
15
％
以
上
を
設
置

─
な
ど
）
▽
移
乗
介
助
機
器
は
活
用
を
検
討
す
る

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
訓
練
指
導
者
の
対
象
資

格
に
６
カ
月
以
上
経
験
の
あ
る
「
は
り
師
及
び

き
ゅ
う
師
」
を
追
加
▽
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

区
分
の
（
Ⅳ
）（
Ⅴ
）
を
廃
止
す
る
。

第
１
５
４
回
介
護
給
付
費
分
科
会（

12
月
１
日
）

【
居
宅
介
護
支
援
】
▽
退
院
・
退
所
時
に
医
療

機
関
と
連
携
し
た
り
、
末
期
が
ん
患
者
に
頻
回
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
事
業
所
を

「
特
定
事
業
所
加
算
」
で
さ
ら
に
評
価
す
る
（
要
件
：

※
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
《
仮
称
》

を
算
定
し
て
い
る
な
ど
）
※
末
期
が
ん
で
在
宅
死

亡
し
た
利
用
者
へ
積
極
的
に
関
与
し
た
事
業
所
を

評
価
す
る
加
算
を
創
設
。

【
運
営
基
準
の
改
正
】（
注
）
特
養
関
係
の
み
。

▽
入
所
者
の
急
変
に
備
え
て
配
置
医
師
に
よ
る

対
応
方
針
の
策
定
を
義
務
付
け
る
▽
身
体
的
拘
束

等
適
正
化
を
図
る
た
め
①
理
由
な
ど
を
記
録
②
対

策
委
員
会
を
３
カ
月
に
１
回
開
催
③
指
針
を
整
備

④
職
員
研
修
を
義
務
付
け
る
。

新
区
分
（
要
介
護
３
以
上
の
一
定
以
上
）
▽
機
能

訓
練
加
算
を
上
乗
せ
（
創
設
リ
ハ
専
門
職
と
の
連

携
＝
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
の
創
設
）
▽
多
床

室
の
単
位
を
引
き
下
げ
る
（
従
来
型
個
室
と
の
逆

転
現
象
を
解
消
）。

【
認
知
症
関
連
加
算
】
認
知
症
関
連
の
各
種
加

算
を
追
加
整
理
（
例
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
も
認

知
症
専
門
ケ
ア
加
算
）。

第
１
５
２
回
介
護
給
付
費
分
科
会（

11
月
22
日
）

【
居
宅
介
護
支
援
】
▽
「
特
定
事
業
所
加
算
」
を

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
、
福
祉
用
具
貸
与
に
限
定
）

▽
頻
度
の
高
い
生
活
援
助
を
保
険
者
が
検
証
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
る
▽
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理

者
要
件
を
主
任
ケ
ア
マ
ネ
に
限
定
す
る
。

【
老
健
施
設
】
▽
「
退
所
前
後
指
導
加
算
」
な

ど
は
基
本
報
酬
を
包
括
化
▽
減
薬
や
専
門
的
な
検

査
（
尿
路
感
染
症
や
肺
炎
な
ど
）
を
医
療
機
関
と

連
携
し
て
行
う
場
合
、
所
定
疾
患
施
設
療
養
費
で

評
価
。
ま
た
専
門
的
な
検
査
の
た
め
医
療
機
関
に

１
週
間
以
内
入
院
し
た
場
合
、
在
宅
復
帰
率
等
に

算
定
で
き
る
。

【
介
護
医
療
院
】
▽
施
設
基
準
を
示
し
た
〈
類

型
Ⅰ
〉
医
師
48
対
１
、
看
護
職
員
６
対
１
、
介
護

職
員
５
対
１
、
薬
剤
師
１
５
０
対
１
。〈
類
型
Ⅱ
〉

医
師
１
０
０
対
１
、
看
護
職
員
・
介
護
職
員
６
対

１
、
薬
剤
師
３
０
０
対
１
〈
共
通
〉
療
養
室
の
定

員
は
４
人
以
下
、
床
面
積
8
・
0
㎡
以
上
、
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
に
配
慮
▽
転
換
促
進
の
た
め
「
１
年
限
定

の
加
算
」
を
設
け
る
。

【
介
護
療
養
病
床
か
ら
医
療
機
関
併
設
型
特
定

施
設
へ
の
転
換
特
例
】
支
障
が
な
け
れ
ば
、
生
活

相
談
員
ら
の
兼
任
、
浴
室
や
リ
ハ
室
な
ど
の
兼
用

を
認
め
る
。

（２）

12
月
8
日
、福
岡
支
部
（
牟
田
和
男
支
部
長
）

は
会
員
施
設
の
「
マ
ナ
ハ
ウ
ス
（
福
岡
市
西
区
、

小
金
丸
誠
施
設
長
）」
で
、
介
護
長
・
介
護
主

任
等
を
対
象
と
し
た
介
護
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開

催
し
、
９
施
設
22
名
が
参
加
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
「
マ
ナ
ハ
ウ
ス
」
を
見
学
後
、

「
ケ
ア
の
質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

し
た
。

成
功
事
例
と
し
て
「
口
腔
ケ
ア
の
外
部
研

修
を
定
期
的
に
受
講
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
、
職
員
が
適
切
な
口
腔
ケ
ア
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
か
か
る

利
用
者
が
減
っ
た
。
ま
た
、
職
員
の
口
腔
ケ
ア

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
話
が

あ
が
り
、
研
修
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し

た
。ま

た
、「
内
部
研
修
に
欠
席
し
た
場
合
で
も

後
日
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
研
修
内
容
を
ビ
デ
オ

に
残
す
よ
う
に
し
た
」「
業
務
内
容
を
統
一
す

る
た
め
に
書
面
化
し
た
」
と
い
っ
た
工
夫
に
つ

い
て
の
報
告
も
あ
っ
た
。

現
在
、
困
っ
て
い
る
事
と
し
て
は
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、介
護
技
術
の
差
、

接
遇
面
の
低
下
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

【
今
後
の
予
定
】

◎
30
年
2
月
16
日
（
金
）
相
談
員
会
議

　

テ
ー
マ
「
制
度
改
正
」

　

会
場　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
諸
岡

◎
30
年
3
月
9
日
（
金
）
介
護
リ
ー
ダ
ー
会
議

　

テ
ー
マ
：「
次
年
度
計
画
」

　

会
場　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
博
多
の
森

12
月
１
日
、
大
阪
支
部
（
田
伏
清
支
部
長
）

の
研
修
委
員
会
は
、
大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
社

会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
を
開
催
し
、

31
施
設
67
名
が
参
加
し
た
。
介
護
医
療
職
専
門

コ
ー
チ
の
三
田
村
薫
氏
が
「
介
護
リ
ー
ダ
ー
に

必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
～
コ
ー
チ
ン
グ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
術
～
」
を
テ
ー
マ

に
約
5
時
間
に
わ
た
り
講
演
し
た
。。

三
田
村
氏
は
前
職

の
在
宅
ケ
ア
マ
ネ
時

代
に
「
利
用
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
事
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
介
護
職

は
業
務
の
ほ
と
ん
ど
が
人
間
関
係
。
人
間
関
係

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
く
と
、
業
務
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
」
と
語
っ
た
。

三
田
村
氏
は
「
ス
タ
ッ
フ
に
い
く
ら
正
論
を

言
っ
た
と
し
て
も
、
信
頼
関
係
が
無
け
れ
ば
受

け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
」
と
自
身
の
体
験
を
踏

ま
え
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

は
相
手
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調

し
た
。

ま
た
、
部
下
が
上
司
に
求
め
る
資
質
に
つ

い
て
「
知
識
や
経
験
よ
り
も″
正
直
さ
〟
が
最

も
大
切
。
人
に
よ
っ
て
態
度
が
違
っ
た
り
、
言

動
が
一
致
し
な
い
人
は
信
頼
を
得
ら
れ
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
「
た

だ
伝
え
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
。
自
分
が
伝
え

た
い
こ
と
と
相
手
の
理
解
が
一
致
す
る
こ
と
で

初
め
て
成
立
す
る
」
と
助
言
し
た
。

そ
し
て
、「
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
は
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
成
長
し
て
い

け
る
人
。
自
分
の
信
念

を
持
ち
、
そ
れ
を
周
り

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
で

き
る
人
で
あ
る
」
と
述

べ
、
今
回
の
研
修
を
活

か
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

尊
厳
を
守
る
ケ
ア
の
実
践

【
連
載
】
第
８
回

福
岡
支
部

大
阪
支
部

介
護
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
会
を
開
催

支
部
便
り

◆
（
特
養
）
次
郎
丸
の
里

支
部
名　

福
岡
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 
幸
星
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

深
江 
暉
夫

 

施
設
代
表
者　

施
設
長　

松
尾 

顕
二

住
所   

〒
８
１
４
‐
０
１
６
５

　

福
岡
市
早
良
区
次
郎
丸
４
丁
目
７
‐
８

電
話　

０
９
２
（
４
０
７
）
８
３
７
８

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

第
１
４
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
１
日
）

【
訪
問
介
護
】
▽
「
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
」

を
拡
大
す
る
（
リ
ハ
職
と
の
連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
も
算
定
）
▽
生
活
援
助
を
主
と
す
る
「
入
門

的
研
修
」
を
創
設
▽
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
以
外

に
も
「
同
一
建
物
集
中
減
算
」
を
適
用
▽
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
の
任
用
要
件
か
ら
初
任
者
研

修
修
了
者
と
旧
２
級
課
程
修
了
者
を
廃
止
。

【
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
】

▽
「
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
」
を
創
設
▽
日

中
時
間
帯
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
兼
務
を
可
。

【
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
】
▽
「
生
活

機
能
向
上
連
携
加
算
」
を
創
設
▽
通
所
リ
ハ
と

の
併
用
可
。

第
１
５
０
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
８
日
）

【
通
所
介
護
】
▽
「
生
活
機
能
向
上
連
携
加
算
」

を
創
設
▽
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
区
分
を
1
日
単

位
か
ら
１
時
間
単
位
に
▽
大
規
模
事
業
所
の
基

本
報
酬
を
適
正
化
す
る
。

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
】【
訪
問
リ
ハ
】
▽
リ
ハ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
（
Ⅱ
）
の
医
師
の
指
示
は
動

画
や
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
）
を
用
い
て
も

よ
い
▽
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
に
「
生
活
機
能
向

上
連
携
加
算
」
を
創
設
。

第
73
回
介
護
保
険
部
会

自
治
体
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
11
月
10
日
）

厚
労
省
が
自
立
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
地
方

自
治
体
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
「
評
価
指
標
」

（
案
）
を
示
し
た
が
、
介
護
保
険
の
調
整
交
付

金
を
財
源
と
す
る
考
え
方
に
対
し
、
多
く
の
委

員
が
「
第
１
号
保
険
料
の
平
準
化
と
い
う
調
整

交
付
金
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
反
対
し
た
。

第
１
５
１
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
15
日
）

【
特
養
】
▽
緊
急
対
応
の
配
置
医
師
に
新
加

算
、
常
勤
医
師
配
置
加
算
を
上
乗
せ
す
る
▽
夜

間
診
療
、
看
取
り
な
ど
の
加
算
上
乗
せ
・
要
件

緩
和
す
る
▽
個
別
機
能
訓
練
加
算
（
外
部
の
リ

ハ
職
・
医
師
と
の
連
携
）
▽
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個

室
を
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
居
室
」
に
名
称
変
更
す
る

▽
外
泊
支
援
を
評
価
す
る
（
１
カ
月
６
日
限
度
）

▽
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
の
厳
格
化
（
減

算
幅
拡
大
な
ど
）
▽
小
規
模
特
養
の
基
本
報
酬

を
見
直
す
（
通
常
特
養
と
統
合
）。

【
特
定
施
設
】
▽
退
院
時
連
携
加
算
と
医
療
的

ケ
ア
提
供
体
制
加
算
を
創
設
▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
上
限
緩
和
（
１
ま
た
は
定
員
の
10
％
ま
で
）。

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】
▽
看
護
体
制
加
算
に

3 0
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向

第 151 回介護給付費分科会

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

簡
易
経
営
診
断
受
診
の
お
願
い

会
員
施
設
様
の
受
診
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
受
診
施
設
の
数
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
受
診

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
簡
易
経
営
診
断
受
診
促
進
事
業

の
受
診
料
1
万
8
0
0
円
全
額
を
次
年
度
の

会
費
か
ら
割
り
引
い
て
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、実
質
無
料
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

福
祉
医
療
機
構
様
の
簡
易
経
営
診
断
を
受

診
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
施
設
の
属
性
と
同

じ
比
較
対
象
の
中
で
施
設
の
立
ち
位
置
や
課
題

が
抽
出
さ
れ
ま
す
。
中
長
期
の
事
業
計
画
作
成

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
推
進
協
が
ユ
ニ
ッ
ト
に
特
化
し
た

経
営
デ
ー
タ
を
持
つ
こ
と
は
、
要
望
書
を
提
出

し
た
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
団
体
と
し
て
意
見
を
述

べ
る
場
合
に
も
、
貴
重
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り

え
ま
す
。

役
員
賠
償
責
任
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト

会
員
施
設
向
け
の
役
員
賠
償
責
任
保
険
団
体

加
入
（
取
扱
保
険
会
社
：
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
株
式
会
社
）
の
実
施
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
同
封
し
ま
す
の
で
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

10
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
賛
助
会
員
の

募
集
チ
ラ
シ
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
推
進
協

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
様
等
、

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

三田村氏リーダーシップ研修会

グループに分かれ意見交換
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美味しくいただきました。５月の草取り、６月の田植え、７月の草取
り、８月の案山子立て網掛け、１０月の稲刈り、稲干し、１１月稲こき、
１２月餅つき。今年は、空梅雨や８月の長雨、水不足で干上がりそう
になったり、秋の長雨で稲刈りが延期になったり、実った稲を雀たち
が毎日やってきて、ついばんでしまったり大変でした。そんな苦労も
お餅を食べたご入居者の笑顔で全部吹き飛びました。
お正月には、みんなでついたお餅で作った鏡餅を玄関に飾ります。そして、
鏡開きをしてお汁粉。まだまだ、楽しみは続きます。（施設長：辻田恭子）

ニューバード獅子ケ谷がオープンする何十年も前から、鶴見
区獅子ケ谷の地では近隣の小学生が稲作体験教育の一環として
もち米を作っていました。その伝統の火を消さないようにと、
施設の敷地の中に田んぼを残しました。取れ高 40キロ。今年
も豊作。獅子ケ谷小学校の5年生 133名の子どもと地域にお住
いの稲作指導員そして、お隣の横溝屋敷の協力を得て12月5日、
餅つきを行いました。
１年間の総決算です。ご入居者と子ども
たち、ボランティアのお母さん、みんなで

役
職
者
が
標
と
な
っ
て

　
　

職
員
と
共
に
進
め
る
環
境
が
大
切

尊
厳
を
保
持
し
自
立

し
た
生
活
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
は
、
①
権

利
擁
護
、
②
ケ
ア
の
本

質
の
理
解
、
③
組
織
・

風
土
の
3
つ
の
ポ
イ
ン

ト
の
重
要
性
に
つ
い
て

お
話
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
が
入
居
者
生
活
と
連
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
職
員
は
理
解
し
、
実
践
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

現
実
的
に
は
十
分
に
浸
透
し
実
践
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
入
居
者
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
身
体
的
、
精
神
的
な
介
護
や
残
存
能
力
を
生

か
し
て
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
、
生
活
歴
や
人
生
観
な
ど
知
り
生
活
意
欲
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
支
援
者
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

知
識
・
技
術
を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛

け
を
も
っ
て
入
居
者
に
喜
ん
で
も
ら
う
か
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
入
居

者
生
活
を
支
援
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
多
分

十
分
に
は
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、申
し
送
り
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ

か
り
と
自
分
の
役
割
を
理
解
し
行
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
会
議
、
研
修

は
、
今
よ
り
も
も
っ
と
暮
ら
し
を
良
く
し
よ
う

と
思
っ
て
参
加
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

目
的
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
職
員
の
意
識
が

変
わ
り
ま
す
。「
意
識
」
は
こ
と
あ
る
ご
と
に

繰
り
返
し
職
員
に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
本
気
で
何
か
を
変
え
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
行
動
が
必
要
で
す
。

周
り
の
職
員
と
共
に
一
緒
に
前
へ
進
め
る
環

境
が
大
切
で
す
。
目
的
を
し
っ
か
り
と
持
ち
役

職
者
が
そ
の
姿
勢
を
見
せ
な
け
れ
ば
前
へ
進
み

ま
せ
ん
。
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

入
居
者
の
暮
ら
し
が
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に

全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

           

　
　

推
進
事
業
室
室
長 

      

　
　
　
　
　
　

井
手
明
利
）   

グノート』を使用し、ノートの使い方教室や介護保険講座、専門家による講座を開催してお
ります。
らくじ会グループの各施設では、入居者様がエンディングノートにご自身の『思い』や『願い』
を綴り遺すことによって、ご自身で意思表示が出来なくなっても、家族様や私達支援者がノー
トを見てご本人が望まれる支援を継続して提供し、人生の最期を迎えられる時までその思い
に寄り添った支援を行っております。（統括施設長：森山憲克）

【
施
設
の
紹
介
】

平
成
26
年
６
月
１
日
開
設
の

ハ
ー
ト
ス
テ
ー
ジ
鳳
（
松
岡
正
治

理
事
長
）
は
、
公
共
交
通
機
関
の

基
幹
と
な
る
J
R
岐
阜
駅
、
名

鉄
岐
阜
駅
か
ら
徒
歩
五
分
と
い
う

多
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
こ
と

も
あ
り
、
入
居
者
様
の
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
の
方
々
の
来
訪
も
多

く
あ
り
ま
す
。
施
設
の
隣
に
は
中

央
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
も
あ
り
、
大
変
便
利
な

「
街
な
か
特
養
」
の
特
性
を
生
か

し
た
施
設
で
す
。

【
充
実
し
た
研
修
】

家
族
的
な
温
も
り
を
感
じ
て
頂

け
る
よ
う
な
接
遇
を
第
一
に
と
、

外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
接
遇
マ

ナ
ー
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ

ロ
ア
で
の
身
ご
な
し
や
対
応
を
会

得
し
、
職
員
に
広
め
て
も
ら
う
た

め
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に

隔
月
で
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
摂
食
嚥
下
研

修
を
介
護
長
と
副
介
護
長
を
対
象

に
月
２
回
年
間
を
通
し
て
行
い
、

口
腔
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
な
ど
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
外
部
研
修
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
履
修
後
は
必
ず
伝

達
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
行
事
の
紹
介
】

入
居
者
様
の
気
分
転
換
や
心
の

オ
ア
シ
ス
に
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
、
フ

ロ
ア
そ
し
て
施
設
全
体
と
し
て
の

行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
》

毎
月
１
階
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
使
い
、
シ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・

シ
ー
プ
ド
ッ
ク
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

ダ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
や

抱
っ
こ
な
ど
、
触
れ
合
う
時
間
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

《
季
節
を
彩
る
作
品
作
り
》

手
先
の
器
用
な
入
居
者
様
が
折

に
触
れ
、
彩
り
豊
な
作
品
を
作
ら

れ
ま
す
。
11
月
の
文
化
祭
に
出
品

や
夏
祭
り
の
飾
り
つ
け
な
ど
重
宝

し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

《
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
》

多
彩
な
能
力
を
お
持
ち
の
ご

家
族
が
お
見
え
に
な
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

《
季
節
を
と
ら
え
た
行
事
食
》

お
稲
荷
さ
ん
で
鬼
の
角
、
頭
髪

は
錦
糸
卵
、
目
を
巻
き
寿
司
、
煮

豆
で
鼻
、
口
を
鰯
と
い
っ
た
風
に

見
た
目
で
楽
し
く
栄
養
的
に
も
十

分
な
《
節
分
の
行
事
食
》
は
入
居

者
様
に
大
変
好
評
で
し
た
。

《
初
釜
》

今
年
初
め
て
お
茶
の
先
生
を
招

い
て
《
初
釜
》
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
職
員
、
事
務
職
員
が
和
装

で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
図
り
、
餅
つ
き
や
夏
祭
り
な

ど
、
四
季
折
々
の
行
事
を
取
り
入

れ
、
季
節
感
を
楽
し
み
、
感
性
を

刺
激
す
る
試
み
に
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。

【
谷
口
省
語 

施
設
長
か
ら
】街

の

中
に
と

れ
る
空

間
と
し

て
は
限
り
が
あ
り
、高
層
建
物（
居

住
ス
ペ
ー
ス
は
２
階
か
ら
６
階
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

建
物
が
往
来
の
激
し
い
道
路
で
囲

ま
れ
、
森
林
浴
や
自
生
の
自
然
を

感
じ
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
代
わ
る
工
夫
と
し
て
職

員
か
ら
の
発
案
も
あ
り
、
様
々
な

体
験
や
行
事
（
桜
見
物
・
紅
葉
狩

り
な
ど
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
師
、
看
護
職
、
介
護
職
、
相

談
員
等
の
密
な
連
携
に
よ
り
、
昨

年
は
10
数
人
の
方
を
看
取
り
ま
し

た
。試

行
錯
誤
を
積
み
重
ね
な
が

ら
、
開
設
後
４
年
目
に
入
り
職
員

の
努
力
も
相
ま
っ
て
全
体
に
落
ち

着
い
て
き
た
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。時

に
は
悩
み
事
相
談
に
応
じ
時

に
は
食
事
会
に
と
親
睦
や
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
働
き
や
す
い
職
場

作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

職
場
そ
し
て
職
員
間
の
雰
囲
気

も
よ
く
、
基
本
理
念
で
あ
る
入
居

者
様
第
一
主
義
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

日
々
職
員
と
も
ど
も
研
鑚
に
励
ん

で
い
ま
す
。

（3）

岐阜県

〒 500-8177　 岐阜県岐阜市長旗町 2-18　TEL： 058-264-8880　FAX：058-264-8890
10 ユニット 100 床

～　入居者様第一主義をモットーに　～

社会福祉法人 瑞鳳会
特別養護老人ホーム 

ハートステージ鳳

らくじ会の地域貢献活動紹介。今回は取り組み第２弾！
『終活セミナー』のご紹介です。※第1弾は１２８号で紹介。
『終活』とは「人生の終わりの為の活動」と言われており、
心身がまだ元気な時に先の人生が、自身が望む豊かな人生
となるように準備をする活動です。
そこで当会ではご利用頂いている方々やその家族様は勿
論、今後の老後の心配されている方などを対象に、終活セ
ミナーを毎月第3日曜に開催（参加費無料、昼食付き）し
ております。セミナーでは当会オリジナルの『エンディン

社会福祉法人近代老人福祉協会

特養ニューバード獅子ヶ谷
（神奈川県）

施設長：辻田恭子

社会福祉法人楽慈会
特養 らくじ苑 ( 奈良県）
統括施設長：森山憲克

尊
厳
を
守
る
ケ
ア
の
実
践

【
連
載
】
第
８
回

施設外観

谷口施設長

らくじ会 終活セミナー 開講

獅子ヶ谷小の児童による田植え（左）と
その様子を見守る入居者（右）

稲こき（ 刈り取った稲
穂から籾をこき取ります）

法人のシンボルの
案山子

毎月開催
アニマルセラピー

ボランティアの協力による
ミニコンサート目でも楽しめる

節分の行事食は大好評
手先の器用な入居者様が
作られた彩り豊かな作品

今年も
豊作！

敷地内
の田ん

ぼで

作った
米でお

餅つき
終活セ

ミナー

思いに
寄り添

った

支援の
ために

お茶の先生を招いての「初釜」
職員も着物を着ておもてなし

セミナー後はらくじ会特製ランチ！

一緒にランチタイム‼

専門家による講座も
あります！

お餅つき
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
介
護
技
能
実
習
制
度
ス
タ
ー
ト

（
11
月
１
日
）
外
国
人
介
護
職

介
護
職
な
ど
を
受
け
入
れ
る
外
国
人
技
能
実
習

法
が
施
行
さ
れ
、
厚
労
省
と
法
務
省
は
介
護
職
の

受
入
れ
窓
口
と
な
る
監
理
団
体
２
９
２
団
体
を
許

可
し
た
。
厚
労
省
に
よ
る
と
、
９
月
末
時
点
で
外

国
人
技
能
実
習
機
構
に
１
３
６
７
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。

■
第
１
４
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
１
日
）=

２
靣
「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」

参
照30

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て【
訪
問
介
護
】

【
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
】【
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
】
な
ど
の
厚
労
省
案
を

了
承
し
た
。

■
処
遇
改
善
に
1
千
億
円

（
11
月
３
日
）
政
府
方
針

政
府
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
（
平
成
31
年
10
月

１
日
予
定
）
で
生
じ
る
増
収
の
一
部
約
１
千
億
円

を
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
充
て
る
方
針
を
固
め

た
。
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
「
人
づ
く
り
革
命
」
の

一
環
。
保
育
対
策
な
ど
と
と
も
に
「
２
兆
円
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
盛
り
込
む
。

■
30
年
度
か
ら
デ
ー
タ
蓄
積

（
11
月
７
日
）
科
学
的
介
護
検
討
会

厚
労
省
は
科
学
的
介
護
検
討
会
で
２
０
２
０
年

度
（
平
成
32
年
度
）
か
ら
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
本
格
的
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
（
試

行
）
と
し
て
、
30
年
度
か
ら
一
部
の
事
業
所
を
対

象
に
（
利
用
状
況
な
ど
）
の
デ
ー
タ
蓄
積
を
始
め

る
方
針
を
示
し
た
。

■
第
１
５
０
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
８
日
）=

２
面
「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」

参
照【

通
所
介
護
】【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
】【
訪
問
リ
ハ
】

【
訪
問
看
護
】【
居
宅
療
養
管
理
指
導
】
な
ど
の
厚

労
省
案
を
了
承
し
た
。

■
病
院
経
営
さ
ら
に
悪
化

（
11
月
８
日
）
医
療
経
済
実
態
調
査

28
年
度
医
療
経
済
実
態
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

病
院
の
収
支
差
率
は
▼
4
・
2
%
（
前
回
27
年
度

▼
3
・
7
％
）
の
赤
字
で
0
・
5
㌽
悪
化
し
た
。

一
般
診
療
所
13
・
8
％
（
14
％
）、
歯
科
診
療
所

21
・
6
％
（
21
％
）、
薬
局
7
・
8
％
（
8
・
4
％
）

で
い
ず
れ
も
黒
字
。

■
第
73
回
介
護
保
険
部
会

（
11
月
10
日
）=

２
面
「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」

参
照　

自
治
体
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

地
方
自
治
体
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
の
財

源
を
介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
で
充
て
る
財
務
省

の
方
針
に
多
く
の
委
員
が
反
対
し
た
。
本
来
、
調

整
交
付
金
は
第
1
号
保
険
料
の
自
治
体
間
で
の
大

き
な
バ
ラ
つ
き
を
解
消
す
る
た
め
に
交
付
す
る
も

の
で
、
自
治
体
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
転
用
す

る
の
は
趣
旨
が
全
く
異
な
る
」
な
ど
の
意
見
が
続

出
し
た
。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
経
営
悪
化

（
11
月
10
日
）
障
害
福
祉
実
調

29
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
経
営
実
態
調
査

（
28
年
度
決
算
）
結
果
に
よ
る
と
、
全
体
の
収
支

差
率
は
5
・
9
%
で
26
年
度
実
調
（
25
年
度
決
算
）

よ
り
3
・
7
%
下
落
し
た
。

■
準
個
室
の
名
称
変
更
な
ど
を
要
望

（
11
月
13
日
）
推
進
協

推
進
協
は
加
藤
勝
信
厚
労
省
に
個
室
と
は
言
え

な
い
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
」
の
名
称
変
更
や
ユ

ニ
ッ
ト
型
個
室
の
基
本
報
酬
引
き
上
げ
、居
住
費
・

食
費
の
基
準
費
用
額
の
見
直
し
を
文
書
で
要
望
し

た
。

■
第
１
５
１
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
15
日
）「
速
報
」「
要
点
」
既
報=

２
面
「
30
年
度

介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」
参
照

【
特
養
】
▽
配
置
医
師
に
新
加
算
、
常
勤
医
師

配
置
加
算
の
上
乗
せ
▽
夜
間
診
療
、
看
取
り
な
ど

の
加
算
上
乗
せ
、
要
件
緩
和
▽
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個

室
を
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
居
室
」
に
名
称
変
更
▽
外
泊

支
援
を
評
価
（
１
カ
月
６
日
限
度
）
▽
身
体
拘
束

廃
止
未
実
施
減
算
の
厳
格
化
な
ど
。【
特
定
施
設
】

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】【
認
知
症
Ｇ
Ｈ
】【
認
知
症

関
連
加
算
】
な
ど
の
厚
労
省
を
了
承
し
た
。

■
困
窮
者
支
援
の
論
点
を
整
理

（
11
月
16
日
）
困
窮
者
支
援
部
会

第
10
回
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
及
び
生
活
保
護

部
会
は
厚
労
省
が
ま
と
め
た
論
点
整
理
案
を
了
承

し
た
。
関
係
機
関
に
よ
る
「
支
援
調
整
会
議
」（
仮

称
）
を
通
じ
て
生
活
困
窮
者
の
情
報
を
共
有
し
、

「
断
ら
な
い
相
談
」
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
共
生
社

会
を
実
現
す
る
。社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は「
地

域
の
公
益
的
な
取
組
と
し
て
困
窮
者
支
援
分
野
で

創
意
工
夫
を
こ
ら
す
べ
き
だ
」
と
し
た
。

■
第
１
５
２
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
22
日
）=

２
面
「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」

参
照【

居
宅
介
護
支
援
】【
老
健
施
設
】【
介
護
医
療

院
】【
介
護
療
養
病
床
か
ら
医
療
機
関
併
設
型
特

定
施
設
へ
の
転
換
特
例
】【
介
護
療
養
型
医
療
施

設
】【
介
護
療
養
型
老
健
施
設
】【
短
期
入
所
療
養

介
護
】
な
ど
の
厚
労
省
案
を
了
承
し
た
。

■
第
１
５
３
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
11
月
29
日
）=

２
面
「
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
動
向
」

参
照【

口
腔・栄
養
】【
事
業
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
】【
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
】【
区
分
支
給
限
度
基
準
額
】
▽

施
設
系
の
食
費
と
居
住
費
の
基
準
費
用
額
は
見
直

さ
な
い
【
介
護
人
材
な
ど
】
▽
特
養
の
見
守
り
機

器
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
）
導
入
を
「
夜
勤
職
員
加
算
」

で
算
定
▽
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
区
分
の（
Ⅳ
）

（
Ⅴ
）
を
廃
止
す
る
。

■
多
床
室
改
修
の
問
題
点
を
指
摘

（
11
月
30
日
）
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
へ=

１
面
参
照
。

自
民
党
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟

（
石
原
伸
晃
会
長
）
の
第
８
回
総
会
が
開
か
れ
、

推
進
協
は
「
多
床
室
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
改
修

の
見
直
し
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
推
進
）」「
推
進

協
の
介
護
給
付
費
分
科
会
へ
の
委
員
選
出
」
な
ど

を
要
望
し
た
。
新
事
務
局
長
に
中
村
裕
之
衆
議
院

議
員
（
北
海
道
４
区
選
出
）
が
就
任
。

■
マ
イ
ナ
ス
改
定
求
め
る

（
11
月
30
日
）
財
政
審

財
政
制
度
等
審
議
会
は
30
年
度
政
府
予
算
編
成

に
関
す
る
建
議
（
提
言
）
を
麻
生
財
務
相
に
提
出

し
た
。
介
護
報
酬
に
つ
い
て
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
を
除
い
て
利
益
率
が
高
い
」
と
し
て
報
酬

減
額
を
求
め
た
。

■
第
１
５
４
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
12
月
１
日
）
運
営
基
準
改
正
案

厚
労
省
の
運
営
基
準
案
を
大
筋
で
了
承
し
、
全

体
的
な
議
論
を
終
え
た
。

【
居
宅
介
護
支
援
】
▽
退
院
・
退
所
時
に
医
療

機
関
と
連
携
し
た
り
、
末
期
が
ん
患
者
に
頻
回
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
事
業
所
を

「
特
定
事
業
所
加
算
」で
さ
ら
に
評
価
す
る（
要
件
：

※
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算《
仮
称
》

を
算
定
し
て
い
る
こ
と
─
な
ど
）
※
末
期
が
ん
で

在
宅
死
亡
し
た
利
用
者
へ
積
極
的
に
関
与
し
た
事

業
所
を
評
価
す
る
。

【
運
営
基
準
の
改
正
】（
注
）
特
養
関
連
を
抜
粋

▽
入
所
者
の
急
変
に
備
え
、
配
置
医
師
に
よ
る

対
応
方
針
の
策
定
を
義
務
付
け
る
▽
身
体
的
拘
束

等
適
正
化
を
図
る
た
め
①
理
由
な
ど
を
記
録
②
対

策
委
員
会
を
３
カ
月
に
１
回
開
催
③
指
針
を
整
備

④
職
員
研
修
の
実
施
を
義
務
付
け
る
。

■
自
治
体
へ
の
付
与
に
慎
重

（
12
月
１
日
）
加
藤
厚
労
相

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
加
藤
厚
労
相
は

介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
を
使
っ
て
自
治
体
へ
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
民
間
議
員
か
ら
の
提

案
に
つ
い
て「
ま
ず
は（
現
行
の
）イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
交
付
金
の
活
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
後
、
議

論
し
た
い
」
と
慎
重
な
考
え
を
示
し
た
。

■
第
１
５
５
回
介
護
給
付
費
分
科
会

（
12
月
６
日
）
報
告
書
案

【
訪
問
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
訪
問
介

護
看
護
②
】
▽
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
「
同
一
建

物
減
算
」（
10
％
減
算
）
に
つ
い
て
有
料
老
人
ホ
ー

ム
等
以
外
（
集
合
住
宅
な
ど
）
も
対
象
と
し
、
利

用
者
数
が
１
カ
月
50
人
以
上
の
場
合
と
す
る
▽
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
「
同
一

建
物
減
算
」
に
つ
い
て
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
以
外

（
集
合
住
宅
な
ど
）
も
対
象
と
し
、
利
用
者
数
が

１
カ
月
50
人
以
上
の
場
合
は
減
産
幅
（
月
６
０
０

単
位
減
算
）
を
見
直
す
。

【
審
議
報
告
案
】
特
養
関
連
を
抜
粋

〈
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
〉
▽
早
朝
・
夜
間
ま

た
は
深
夜
に
配
置
医
師
が
入
所
者
を
診
察
す
る
医

療
提
供
体
制
を
新
た
に
評
価
す
る
（
新
加
算
）
▽

同
一
敷
地
内
で
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
従
来
型
が
一
体
的

に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
、
双
方
で
算
定
で
き
る

▽
入
所
者
の
病
状
急
変
に
備
え
、
配
置
医
師
に
よ

る
対
応
方
針
を
定
め
る
（
義
務
化
）
▽
夜
勤
時
間

帯
を
通
じ
て
看
護
師
ま
た
は
認
定
特
定
行
為
業
務

従
事
者
を
配
置
す
る
施
設
を
よ
り
評
価
す
る
（
夜

勤
職
員
配
置
加
算
）
▽
看
取
り
に
当
た
っ
て
前
述

の
医
療
提
供
体
制
を
整
備
し
て
実
際
に
看
取
っ
た

場
合
、
よ
り
手
厚
く
評
価
す
る
（
看
取
り
介
護
加

算
）。

〈
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
〉（
重
複
除
く
）
▽
外
部
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
と
の
連
携
を
評
価
す
る（
新
加
算
）

▽
機
能
訓
練
指
導
員
資
格
に
、
は
り
師
、
き
ゅ
う

師
を
追
加
▽
排
泄
介
護
、
褥
瘡
の
発
生
防
止
を
評

価
す
る
（
新
加
算
）
▽
外
泊
し
た
入
所
者
へ
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
一
定
単
位
で
算
定
す
る
▽
口

腔
衛
生
管
理
加
算
や
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

拡
充
・
要
件
緩
和
す
る
▽
見
守
り
機
器
の
導
入
を

夜
勤
職
員
配
置
加
算
で
評
価
▽
身
体
拘
束
未
達
成

施
設
の
減
算
幅
を
引
き
上
げ
る
▽
小
規
模
特
養
の

基
本
報
酬
を
通
常
の
特
養
に
統
合
す
る
（
経
過
措

置
あ
り
）
▽
介
護
職
員
改
善
加
算
の
（
Ⅳ
）（
Ⅴ
）

を
廃
止
▽
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
」
の
名
称
を
変

更
す
る
（
名
称
は
未
定
）。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
運
用

【
今
月
の
相
談
内
容
】

処
遇
改
善
加
算
Ⅰ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
運

用
が
実
際
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
ど

の
よ
う
に
運
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
?な

お
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
、
顧
問
の
社
会

保
険
労
務
士
に
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
回
答
】

本
来
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
と
は
、
ト
ー
タ

ル
の
人
事
制
度
を
意

味
し
ま
す
。
人
事
の

基
本
と
な
る
制
度
、

給
与
制
度
、
教
育
制

度
、
人
事
考
課
制
度

の
4
つ
の
柱
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

処
遇
改
善
加
算
Ⅰ
の
要
件
は
、
ま
さ
に
、
こ

の
4
つ
の
柱
の
「
運
用
」
と
な
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
給
与
規
程
に
4
つ
の
柱

を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
別
規
程
と
し
て
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
で
す
。
規
則
は
、
周
知
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
別
規
程
と
し
て
い
て

も
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
基
準
表
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
職
位
、昇
格
要
件
、職
責
、職
務
内
容
、

任
用
等
の
要
件
（
必
要
な
能
力
、
必
要
な
目

安
と
な
る
経
験
年
数
、
資
格
要
件
）、
雇
用

形
態
を
記
述
し
ま
す
。

教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
単
に
、
年
間
研

修
計
画
だ
け
で
な
く
、
職
位
や
役
職
、
経
験

年
数
別
の
教
育
体
系
を
設
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
厚
労
省
の
通
知
等
に

よ
り
、
画
一
的
な
研
修
の
頻
度
が
高
い
た
め

に
、
準
個
別
的
な
研
修
を
予
定
す
る
こ
と
が

困
難
で
す
が
、
ト
ー
タ
ル
人
事
制
度
（
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
制
度
）
は
、
職
員
を
支
援
す
る
と

こ
ろ
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
包
括
し
て
、
事
業
計
画
等
に
盛

り
込
み
運
用
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
の
う
ち

に
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士
栗
田
淳
二
） 

11
月
１
日
～
12
月
６
日

ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
の
名
称
変
更
を

名
称
変
更
、
分
科
会
委
員
選
出
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
委
託
契
約
の
公
平
・
公
正
化
を
決
議

【
用
語
解
説
】

今
後
の
予
定

特
養
の
配
置
医
師
に
関
す
る
加
算

特
養
に
は
医
師
の
配
置
は
義
務
付
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
現
在
、「
常
勤
医
師
配
置

加
算
」（
１
日
当
た
り
25
単
位
）
と
「
精
神

科
医
師
療
養
指
導
加
算
」（
１
日
当
た
り
５

単
位
）
の
加
算
制
度
が
あ
る
。
特
養
の
入
所

要
件
が
原
則
、
要
介
護
３
以
上
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
看
取
り
や
医
療
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
厚
労
省
は
30
年
度
介
護
報
酬

改
定
で
「
配
置
医
師
の
時
間
外
診
療
加
算
」

（
加
算
名
は
未
定
）と「
常
勤
医
師
配
置
加
算
」

の
要
件
緩
和
を
提
案
し
て
い
る
。

▽
配
置
医
師
の
時
間
外
診
療
加
算

早
朝
・
夜
間
及
び
深
夜
帯
に
施
設
の
求
め

に
応
じ
て
入
所
者
を
診
察
し
た
場
合
、
新
た

な
加
算
を
創
設
す
る
。

▽
常
勤
医
師
配
置
加
算　
要
件
を
追
加

こ
れ
ま
で
は
、
同
一
建
物
内
に
ユ
ニ
ッ
ト

型
及
び
従
来
型
施
設
が
併
設
さ
れ
一
緒
に
運

営
さ
れ
て
い
る
場
合
、
双
方
の
施
設
を
兼
務

す
る
常
勤
医
師
に
対
し
双
方
の
施
設
で
加
算

を
算
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
改
定
で
は
双
方
の
施
設
で
算

定
で
き
る
よ
う
見
直
す
。

◆
第
3
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

◎
1
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

福
岡
会
場
（
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
）

◎
1
月
17
日
（
水
）
～
19
日
（
金
）

名
古
屋
会
場
（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）

◎
1
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

東
京
会
場
（
羽
田
タ
ー
ト
ル
）

◆
第
2
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

2
月
21
日
（
水
）
～
23
日
（
金
）

　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

◆
介
護
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー
・

経
営
実
態
調
査
報
告
会

◎
２
月
28
日
（
水
）

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

◎
3
月
2
日
（
金
）

エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大
阪
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）】
介
護
報
酬
改
定
（
厚

労
省
の
説
明
）、経
営
実
態
調
査
報
告
（
W
A
M

の
説
明
）、
離
職
さ
せ
な
い
た
め
の
労
働
環
境

改
善
、
週
休
3
日
制
導
入
事
例

◆
平
成
29
年
度
第
3
回
理
事
会

３
月
16
日
（
金
）

　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）


